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研究成果の概要（和文）：通常 PET 検査でがん診断を行う際は、フルオロデオキシグル
コース（FDG）というブドウ糖の類似体に放射性フッ素(F-18)を付加した PET 薬剤を
用い、がん細胞で活発になるブドウ糖代謝活性を検出します。しかし、子宮肉腫では
ブドウ糖代謝が活発になるものの、良性筋腫の代謝活性は様々で、高い代謝活性を示
すものもあるため、従来の FDG-PET 検査のみでの診断は困難でした。そこで私たちは、
子宮肉腫には女性ホルモンの作用部位である正常なエストロゲン受容体が少ないとい
う基礎検討に基づき、フルオロエストラジオ―ル(FES)と呼ばれる女性ホルモン（17β―
エストラジオール）に F-18 を付加した PET 薬剤を用いる FES-PET 検査を、FDG-PET
検査に追加すると、手術前に子宮筋腫と肉腫の鑑別診断を正確に行える、という仮説
を立て検討したところ、90%以上の正診率で鑑別ができることを確認しました。 
研究成果の概要（英文）：Pathologic data suggest that the rate of estrogen receptor (ER) 
expression in uterine sarcoma is significantly lower than in leiomyoma. The present 
study aimed to investigate whether ER expression using ER imaging agents for positron 
emission tomography (PET) (of which the most successful has been 
16α-[18F]-fluoro-17β-estradiol (FES)) (FES-PET) is able to add useful information to 
the differential diagnosis of uterine sarcoma and leiomyoma in patients with positive or 
equivocal findings on [18F]fluorodeoxyglucose (FDG)-PET (FDG-PET). Additional 
FES-PET findings confirmed uterine sarcoma in 91.3% of a selected group of patients 
with equivocal or positive FDG uptake. 
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１．研究開始当初の背景 

子宮肉腫は、発生頻度は低いが、極め

て予後不良な悪性度の高い腫瘍である。子

宮肉腫の、臨床上最大の問題点は、30 歳

以上の女性の約 25%に生じる子宮筋腫との

鑑別が、困難であること、さらに、有効な治

療法がないというである。最近女性の晩婚

化傾向が強くなり、子宮温存療法を希望す

る患者が急増し、子宮筋腫と子宮肉腫の鑑

別法の確立、子宮肉腫の治療法の確立が、

さらに強く求められるようになってきている。 

生体機能検査の代表である PET は、

生体内で機能している腫瘍全体の、代謝や

分子活動をイメージングすることができる。

悪性腫瘍の糖代謝能が亢進していることを

利用した 18F-FDG PET での 18F-FDG 集積

増加は、有望な画像診断法となってきてい

る。我々の子宮肉腫の 18F-FDG 集積を評価

した研究では、子宮肉腫には 18F-FDG 集積

が高く、糖代謝能が高いことが判明した。し

かしながら、子宮筋腫への 18F-FDG の偽陽

性集積例が多く認められ、診断法としては、

まだ充分な方法とはいえない。 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、生体機能検査である

PET (positron emission tomography)を用い

て、 生体内で機能している、エストロゲンレ

セプターの発現や、糖代謝能の発現を検討

し、子宮筋腫・子宮肉腫の新たな鑑別診断

法を開発することである。 

 

３．研究の方法 

（1) 臨床経過（急速な腫瘤の増大、閉経後

の腫瘤の増大傾向等）、内診所見、血液検

査、超音波検査で非典型的な子宮筋腫もし

くは間葉系腫瘍と疑診した 23 例を対象とし

た。術前に MRI 検査と FDG-PET 検査を施

行し、術後の病理組織診をもとに、両者の

正診率を比較した。 

（２）子宮筋腫９例に対して、手術療法１ヶ月

以内に FES-PET を行い、FES の集積率を

半定量法で評価し、術後摘出した子宮筋腫

の標本の ER 量と相関があるか否かを検討

した。免疫染色は ABC 法を用い、抗体は

DAKO Monoclonal Mouse Anti-Human 

Estrogen Receptor を用いた。MRI と PET 画

像を比較し、筋腫の中で最も高く集積があ

る部分より、5 個以上の標本を作り、double 

blind 法で ER 染色陽性細胞をカウントした。

今回は 50%以上陽性細胞を（＋）、未満を

（ － ） と し 、 FES 集 積 率 と の 相 関 を

Mann-Whitny の U 検定で検証した。 

  

４．研究成果 

（１）23 例中、術後の組織診で２例が肉腫

(子宮平滑筋肉腫)と確定診断された。MRI

検査では５例が肉腫の疑いと診断され、

FDG-PET 検査で４例に FDG の有意な取り

込みを認めた。また、実際に肉腫であった２

例は MRI,PET のいずれでも術前に肉腫と

疑診された。MRI では５例中 3 例（60％）が

偽 陽 性 (3 例 と も 巨 大変 性 筋 腫 症 例 ) 、

FDG-PET では４例中 2 例（５０％）が偽陽性

（2 例とも月経中）であった。またいずれの検

査法にも偽陰性はなかった。（２）結果は

p=0.0118 と有意な相関関係を認めた。今回

の検討では子宮筋腫の ER 量と FES の集積

率は相関する可能性があることが判明した。 

結論 

FDG-PET では４例中 2 例（５０％）が偽陽性

を認め、FES では子宮筋腫の ER 量と FES

の集積率は相関する可能性をみとめた。従

って、FDG-PET で FDG の集積を認めた症

例に FES を実施すれば診断が可能であると

思われた。子宮間葉系腫瘍の診断に対して、



 

 

FDG-PET、FES-PET の組み合わせは良・

悪性診断に有用である可能性があることが

判明した。 
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